
福岡県視聴覚ライブラリーでは、さまざまなジャンルの教材を豊富にとりそろえています。
今回は令和６年１２月に新規登録したDVD教材を紹介します。公民館や職場、学校等での様々な学習や
研修、イベント等での活用をよろしくお願いします。

福岡県視聴覚ライブラリー

誰ひとり取り残さないための
職場の人権シリーズ②
「心をつなぐ、はじめの一歩」

【D０６００３R】 ２６分
高等学校、成人～

「ハラスメント」をはじめとし
た職場における人権課題を切
り口に、人は価値観や背景な
ど一人ひとり違うということを
理解し、互いを認めて尊重す
る気持ちの大切さを主人公と
共に学んでいきます。

「小学生の情報モラル」について

「小学生の情報モラル教室 スマホを正しく活用しよう！」
1巻 学ぼう！スマホのトラブルを防ぐマナーとルール

【D０６００１R】 ２４分／小学校～
2巻 考えよう！スマホを使った上手なコミュニケーション

【D０６００２R】 ２３分／小学校～
「スマホと個人情報の守り方」「ネットの課金トラブル」「ス
マホ依存症」「ネットいじめ」「SNSでの出会い」の5つの
テーマを取り上げ、それぞれドラマ編と解説編で構成。子供
たちに、ドラマの中の出来事を自分だったらどうするかと考え
させ、トラブルにつながる行動の自覚を促し、正しい判断力
が育成されることを狙いとする作品です。

「職場の人権」について 「ヤングケアラー」について

「みんな笑顔になる日まで」
～若年性認知症の父と幼い妹と
暮らすヤングケアラーの少女～

【D０６００4R】 30分
中学校、高等学校、成人～

西崎葵は、若年性認知症の父
親・伸行を持つ中学生。仕事に
追われるため働く母親・香織の
代わりに家事や妹・由奈の世話
を担っている。支援を必要とする
人々のことを正しく理解し、どのよ
うに関わっていくか考える一助と
なる作品です。

「身近に起きる浸水被害 家庭でできる水害対策」 【D０６００５R】 ２３分
高等学校、成人～

日本では、大雨による浸水被害が毎年のように発生しています。浸水から自宅
をいかに守るかは、暮らしを守る上で重要な課題です。この作品では、浸水被害
にあった架空の家族が再建するまでのストーリーを展開し、過去の水害映像、被
災者の声、イラストCGなど交えて、予防と対策を解説します。災害から命を守る
ために、共に学んでいく作品です。

「防災」について
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★今回紹介した教材以外にも多くの教材をご用意しています。作品検索は「福岡県視聴覚ライブラリー」
ホームページ内の「作品をさがす」ページをご活用ください。

「カスタマーハラスメント」について

「桂宮治と一緒に考える 高齢
者 お出かけ時の交通安全」
～歩行中・自転車乗用中の事
故に遭わないために～
【D０６００８R】 ２０分／成人～
高齢者が外出するときに交通
事故に遭わないよう、落語家の
桂宮治さんを案内役に、高齢者
が起こしがちな交通ルール違反
の例を示しながら、正しい歩行
と自転車の運転ルールを紹介し
ていきます。

「カスタマーハラスメント」
第１巻 企業に求められるカスタマーハラスメント対策

【D０６００６R】 ３６分／成人～
第2巻 公務職場のカスタマーハラスメント対策

【D０６００７R】 ３３分／成人～
【主な内容】
・カスハラ発生！ ・カスハラとは？（定義、類型 ほか）
・カスハラの判断ポイント ・現場での初期対応と予防対策
・不当クレームへの対応（電話、無断撮影 ほか）
・組織としての対応

「高齢者の交通安全」について 「いじめ防止」について

「いじめ」～それぞれの想い
それぞれの言い分～

【D０６００９R】２３分
小学校、中学校、高等学校～
様々な立場にいる生徒を多
角的に描くことで、相手の見
えない事情を想像することの
大切さを提起します。また「晒
し」や「ステメいじめ」といった、
現代特有のSNS上のいじめ
についても注意喚起をしてい
ます。

「人権啓発」について

「大切なひと」ネット社会における部落差別と人権
～誰もが一人の人間として尊重される社会の実現をめざして～

【D０６０１０R】 ３４分 高等学校、成人～
大学生の愛依は、日本史が好きな大哉が投稿した動画がバズったと聞く。その動
画とは、友人・光星からの助言で作られた、かつての被差別部落を訪れ、過激な編
集を施したものだった・・・。インターネット上の一部の情報が、誤った認識や差別意
識を助長すること、表現の自由を逸脱した許されない行為であると気づく大切さ、
差別されている当事者が訴え続けるという負担を強いる社会構造の実態について
理解するとともに、差別のない社会、誰もが一人の人間として尊重される社会の実
現をめざすことを目的とした人権啓発ドラマです。企画：兵庫県・（公財）兵庫県

人権啓発協会


